
「
わ
か
ち
あ
い
の
“
和
”」
と
は
、
生
活
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
利
用
会
員
の
困
り
事
に
対
し
て
協
力
会
員
が
支
援
活
動

を
行
い
、
時
間
に
応
じ
た
報
酬
を
受
け
取
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

（
年
会
登
録
費
：
５
０
０
円
）

「
日
常
生
活
に
お
い
て
ち
ょ
っ
と
困
っ
て
る
こ
と
が
あ
る
」、「
家
事
な
ど
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
け
ど
体
調
が
芳
し
く
な
い
た
め
で
き
な

い
」、そ
う
い
っ
た
方
々
に
利
用
会
員
へ
の
登
録
を
し
て
頂
き
た
い
事
業
で
す
。

「
簡
単
な
こ
と
な
ら
自
分
に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」、「
何
か
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
想
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
協
力
会
員
へ
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
地
域
の
助
け
を
借
り
た
い
、
地
域
の
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
そ
こ
の
あ
な
た
！
ぜ
ひ
会
員
登
録
を
！

会員数
（６月 21 日時点）

利用会員 協力会員

10 名 15 名

利用料金
（チケット制）

「500 円 /30 分」
※65 歳以上の高齢者の方と

障がい者手帳をお持ちの方は、
「250 円 /30 分」

活動の謝礼 「500 円 /30 分」

住民参加型有料在宅福祉サービス事業
「わかちあいの“和”」

利用会員・協力会員　募集中！

▲�活動写真（利用会員の依頼を受けて、協力会員が活動中）
�上から「買い物」、「部屋の掃除」、「犬の散歩」をされている写真です。
※活動者の意向で、後ろから撮影した写真となっています。

◆この活動に関する問合せ、利用会員 ･ 協力会員への登録は
多久市社会福祉協議会

☎ 0952-75-3593 まで

1 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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　平成29年５月25日理事会・６月23日定時評議員会において、平成28年度事業報告・一般会計収支決算について下記のと
おり承認されました。

　市民の誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづく
りを推進し、「地域福祉活動計画」の基本理念である「一人
一人が互いに尊重しあい、支えあって地域で安心して暮らせ
る心豊かなまちづくり」を達成するため、各福祉団体、保健・
医療・教育等の関係機関との連携を密にし推進していきます。

決算額（単位：円） 決算額（単位：円）

平成 28 年度　一般会計収支決算報告

平成 29 年度 多久市社会福祉協議会事業計画及び予算　203,767 千円

収 入 の部 支 出 の部
会 費 収 入 1,434,220

寄 附 金 収 入 3,515,000

経 常 経 費 補 助 金 収 入 18,001,611

受 託 金 収 入 43,193,070

貸 付 事 業 収 入 364,600

事 業 収 入 44,246,348

介 護 保 険 事 業 収 入 34,849,842

受 取 利 息 配 当 金 収 入 22,103

そ の 他 の 収 入 22,634,121

前 期 末 支 払 資 金 残 高 23,914,683

収 入 計 192,175,598

◉社会福祉事業拠点
　�法人運営事業、共同募金配分金事業、
歳末たすけあい配分事業、福祉資金貸
付事業、生活福祉資金貸付事業、福祉
有償運送事業、長寿社会振興事業、地
域ふれあいネットワーク運動推進事業、
老人福祉センタ一事業、シルバー人材
センター事業、障害児交流事業、福祉
サービス利用援助事業、あんしんねっ
と事業、生活困窮者自立支援事業

135,905,470

◉居宅介護等事業拠点
　�居宅介護支援事業、訪問介護事業、障
害福祉サービス事業

56,270,128

支 出 計 192,175,598

法人運営事業

地域福祉活動事業

福祉資金貸付事業

共同募金運動事業、赤十字事業への協力

居宅介護等事業

◆理事会、定時評議員会及び委員会等の開催
◆役職員研修

・健康、生きがいづくり事業
・在宅介護見舞金支給事業
・多久市地域住民グループ支援事業
  （地域ふれあいネットワーク運動事業）
・緊急時要援護者見守り支援事業「まもりん」
・福祉有償運送事業（移送サービス事業）
・各種団体等活動助成事業
・障害児交流事業（一日バスハイク）
・ふれあいいきいきサロン事業
・住民参加型有料在宅福祉サービス事業「わかちあいの和」
・福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
・在宅生活サポート事業『あんしんねっと』
・生活困窮者自立支援事業（自立相談支援事業・家計相談支援事業）
・福祉機器無料貸与事業（ベッド・車椅子・歩行器）
・寝たきり老人等寝具クリーニングサービス事業
・災害ボランティア研修会
・ふれあい広場の実施
・福祉体験教室、
　学校ボランティア育成事業
・ボランティアの集い
・おもちゃ図書館の運営
・子育て支援事業
　観劇会
　新生児への誕生記念品（絵本）の贈呈
・鬼子母神祭の実施
・福祉バスの運行管理
・災害見舞金支給事業
・社協だよりの発行（年３回）
・社会福祉大会
・民生児童委員活動への協力
・心配ごと相談
　第３水曜日　９：30〜15：00
・身障相談
　毎月１日　  10：00〜15：00
・多久市シルバー人材センター事業
指定管理者制度
・多久市老人福祉センター（むつみ荘）管理運営
・多久市社会福祉会館管理運営

◆生活福祉資金貸付事業（佐賀県社協）
◆福祉資金貸付事業（市社協）

１．共同募金運動事業
◆一般募金
◆歳末たすけあい募金

２．赤十字事業
◆日赤会費募集
◆救急法講習会の開催（５月）

◆居宅介護支援事業（ケアマネジメント）

◆日常生活管理指導員派遣事業

◆訪問介護事業

◆介護予防訪問介護事業

◆障害者自立支援事業

　・障害者ホームヘルプサービスの実施

　・移動支援　・同行援護

◆社協独自事業「在宅サポート事業『さわやか』」

▲共同募金運動

▲災害ボランティア研修会

◀�社会福祉大会

◀�サロン事業
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応援してます！！ 集 い の 場 ★★
　多久市社会福祉協議会では、ふれあいいきいきサロン事業に対する助成・支援を行っています。
　皆様は、ご近所に茶話会や、相談、一緒に何かに取り組む…という様な仲間がいらっしゃいますか？
　近年では、「遠くまで行くのはちょっと…」「外出するのも、出費が…」等など、様々な理由で家の中で過
ごす方が増えてきている様です。本会では、「地域でのつながり・仲間づくり・楽しみづくり」を応援してい
ます！
　今回は、５月にのぞかせて頂いた「二十日会 ( 宝蔵寺 )」の皆さんをご紹介します☆集いの日が、節句とい
う事で、皆さんで一緒にご馳走を作って、季節を感じる素敵な会を開かれていました♪

　いかがですか ?!　家族とはまた違う ... 互いを思い合える仲間って素敵ですよね。
　一人ではなかなかやらない事でも、みんな集まれば何かできる気がします♪
　本会では、サロン（集いの場）立上げや、簡単なレクリエーションや体操を通じて、楽しみづくりをお手
伝いします。
　『集いの場？サロン事業？』と、疑問に思われた方、興味のある方、お気軽にご連絡下さい。（＾ - ＾）

　多久市社会福祉協議会では、市民の皆様が住み慣れた
地域でいつまでも安心して暮らしていけるような支え合
える福祉のまちづくりを進めています。
　この事業実施にあたっては、地域の皆さんからご協力
いただいております会費が貴重な財源であり、社協活動
の基盤となっています。
　この趣旨をご理解いただき、会費へのご協力をお願い
いたします。

主な事業

一般会費
一戸あたり

団体会費
一口あたり200 円 3,000 円

ご協力 お願いします 無料で福祉機器を
レンタルしています

・心配ごと相談事業
・歳末たすけあい配分事業
・社会福祉大会事業など

　多久市社会福祉協議会では在宅で介護されている方、利用者
の方の身体的、経済的負担の軽減を目的として多久市内在住者
に対し介護用電動ベッドや車いす、歩行器の福祉機器を無料で
貸出をしております。お気軽にご相談ください。

対象者
　市内に住所を有し、身体に障害があって日常生活を営むう
えで支援が必要な方
※原則として要介護認定を受けていない方や、要介護認定申
請の結果「自立」と認定された方

貸与期間
　貸与期限は、６ヶ月。ただし、継続し
て必要な場合は更新可。
※保有台数に限りがありますのでご希望
に添えない場合がございます。

社協会費

お赤飯・鯛のお吸い
物・お煮しめ・漬物…
全て手づくりです☆
美味しそぉ～ !!
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多久市社会福祉協議会の事業や地域福祉
活動の情報をお届けします。

赤い羽根共同募金配分事業
　赤い羽根共同募金平成28年度事業配分として「社会福祉法人竹の里 多久作業所」（東多久町）へ軽ワ
ゴン車が寄贈されました。
　寄贈された車は、運搬等の作業車として活用されます。

▲陣内理事長がお酒や塩でお清め ▲�陣内理事長と職員・利用者の皆さんで寄贈
された車を囲んで記念撮影

8
6/

木

「習ってよかった！災害時に活かせる赤十字救急法実践講習会」を開催
　北多久社会体育館にて平成 29 年度赤十字救急法講習会を開催しました。多久市と小城市での合同開催
で、合わせて約 80 名ほどの参加がありました。
　日本赤十字社佐賀県支部から救急法指導員をお招きし、心肺蘇生法や AED の使い方、止血法などにつ
いて指導をしていただきました。参加者は指導員の説明に耳を傾け、実演体験では積極的に取り組まれて
いました。

14
5/

日

鹿児島県曽於市末吉地区民生委員
児童委員協議会との研修
　多久市民生委員児童委員連絡協議会と活発な意見交換が行われま
した。

11
5/

木

多久市民生委員児童委員連絡協議会
総会及び研修会の開催
　多久市社会福祉会館において、平成 29 年度総会が開催されました。
　平成 28 年度の事業報告・収支決算と平成 29 年度の事業計画・収
支予算が原案通り承認されました。総会終了後は、多久市役所地域包
括支援課 保健師 森哲子氏による「認知症について」の研修を受講し
ました。

19
5/

金

福 祉 通 信
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　今年も各ボランティア団体等に協力を呼びかけ、募金活
動を開催します。24 時間テレビ放送日は、8 月 26 日（土）・
27 日 ( 日 ) です。
　街頭募金の開催日時・場所
など、詳細については多久市
社会福祉協議会ホームペー
ジに掲載しますので、ぜひ
チェックしてみてください。
　皆様のご協力をお待ちして
おります！

　『住み良い町の背景には、ボランティアがある！』
　多久市では、暮らしの中で「だれかのために」の心で、
自発的に支え合いの活動をされている方々がいらっしゃい
ます。
　今年度も、住民の皆様に、ボランティア活動を身近に感
じて頂ける様、市内で活躍されているボランティア団体や、
活動風景等を紹介していきますので、どうぞよろしくお願
いします。

平成 29 年度

多久市ボランティア連絡協議会

　ひまわりの会の皆さんは、目が不自由な
方や小さな文字が読みづらくなった方の為
に、市報の朗読をし、カセットテープへ録
音したものを届けたり、宅老所やあいぱ
れっとで、絵本・紙芝居の読み聞かせ等の
活動をされています。
　６月には、「より良い発声・発音のため
に！」と、NBC ラジオやサガテレビでご
活躍中の松本由紀さん・よしのがり牟田さ
んを講師に迎え、アナウンス講座を開かれ
ていました。

参 加 対 象 ：�義務教育学校 前期課程　 4 ～ 6 年生
開  催  日 ：7 月 31 日 ( 月 )、8 月 1 日 ( 火 )
内 　 　 容 ：�災害救助犬について・手話・佐野常民記念館

( 川副町 ) 見学
申込み締切：7 月 7 日 ( 金 )

※終了日には、参加者全員
に参加賞をお渡しします♪
一緒に貴重な体験をしませ
んか？
ぜひ、ご参加下さい☆

「あ・え・い・う・え・
お・あ・お…」
　基礎発音から、
童話、インフォメー
ション連絡と…皆
さん、真剣です !！

北島　副会長
（ひまわりの会）

南里　会長
（多久美化クラブ）

川浪　副会長
（ホットミルク多久）

多久市ボランティア連絡協議会

朗読ボランティア  ひまわりの会

平成 29 年度
わくわくドキドキ
　　　  ボランティア体験スクール

24 時間テレビ
チャリティー街頭募金活動のお知らせ

こだまだより

ボランティア団体紹介コーナー

たくボラ連
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地域の
みなさんが

主役！  みんなで
もっと体を動かして
筋力をアップ
日常生活でできる！ 閉じこもり解消のコツ

外出する
回数を決める
　週に何日か外
出日を決め、面
倒でも出かけま
しょう。

　家事やボラン
ティアなど自分
の役割をもちま
しょう。

　イベントなど
には積極的に参
加しましょう。

家庭や地域で
役割をもつ

地域の活動に
参加する

いつまでも安心して暮らしていくために
元気なうちから介護予防をはじめましょう！

介護予防

　いつも笑顔で迎えて
下さり、ありがとうご
ざいます。
　いろんな事に前むき
に頑張っておられます。
　これからもよろしく
お願いします。

（寺田）

　じめじめした気候
で、体調は、どうでしょ
うか？
　「こんにちわー」の
私達の声に、元気にな
られたらうれしいで
す。 私 達 も 元 気 を も
らっています。

（橋田）

私たち社協のさわやかヘルパーです！

ケ ア マ ネ ジ ャ ー シ リ ー ズ
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　このたび会長に就任いたしました藤田でございます。就任にあたり一言ご挨拶申
し上げます。
　近年の人口減少や少子化の問題では労働人口が減少していくことが危惧されて
おり、多久市におきましても、高齢者が 6,500人以上、また高齢化率は33％に上っ
ており、年齢に関わりなく働き続けることができる社会を実現していくことが極め
て重要な課題となってきます
　多久市シルバー人材センターでは市内に居住する概ね 60 歳以上の方で、健康
で働く意欲のある方が経験と能力を活用し働くことによって、社会参加を通じ地域
社会づくりに寄与することを目的として運営をしております。

　今後とも、地域の皆様のご期待に添えるよう高年齢者の多様な就業ニーズに応じた新たな事業の開拓や、会員並び
に就業機会を拡大し、地域活性化に貢献してまいりますので、皆様方の温かいご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

地域福祉課
相談員

小野原　直美

多久市シルバー人材センター
　　　　　　 　からのお知らせ

　本会役員の任期満了に伴い、去る５月 23 日の総会において、新会長が就任しましたので、お知らせいた
します。
　設立当時から多久市シルバー人材センター会長として活躍されていました、松永 正義氏が勇退されました。
　その後任として多久市社会福祉協議会会長、藤田 和彦氏が選出されました。

新 入 職 員 紹 介

生活困窮時食料等支援物資　提供者一覧
東 多 久 町 匿　　　名
東 多 久 町 荒谷　秀夫
東 多 久 町 徳永　豊子
東 多 久 町 釘本　堅太
南 多 久 町 匿　　　名
南 多 久 町 古舘智慧味

南 多 久 町 中島あつ子
北 多 久 町 宮原　高則
北 多 久 町 諸江　一男
北 多 久 町 匿　　　名
市 民 団 体 消費生活グループ
市 民 団 体 ほたる文庫

　６月より、地域福祉課の相談員として働かせて頂いております小野原です。

多久のことは、まだまだ知らない事が多いですが、一日でも早くお役に立てるよ

うに精一杯頑張りますので、よろしくお願いします。

7 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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７/12（水）	 西多久

７/18（火）	 �岸川、四下、立山、前田、高木川内、明治佐賀、栄町、
番所、横柴折、荕原、砂原

７/25（火）	 納所

　むつみ荘では市役所よりの出前講座、
各サークルの発表会なども行なっております。
　７月25日（火）はカラオケ大会予定です。
大きなお風呂もくつろげますよ。
　ぜひおでかけ下さい！

７月  むつみ荘送迎バス運行
老
人
福
祉
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み
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」
だ
よ
り★

★

★

介護用品販売・レンタル・住宅改修

指定事業所番号 4170400271

〒 846-0023
多久市南多久町大字長尾 4131 番地 4

Tel：0952-75-8425
Fax：0952-75-8426

E-mail：sunlife@ya2.so-net.ne.jp

MEMORIAL HALL WAKOH

多久市北多久町大字多久原 668-1（大工田）

真心のご奉仕をお約束いたします。

多久市南多久大字下多久 4188-1

24 時間受付・深夜でも気にせずお電話下さいませ。

MEMORIAL HALL WAKOH

メモリアル会館

メモリアル会館

ファミリーホール

☎0952-76-2224

「
社
協
だ
よ
り 

た
く
」
賛
助
広
告
募
集
中

通所介護
居宅介護支援

特定非営利活動法人NPOサンガム

E-mail:nposangam@ybb.ne.jp

TEL/FAX　75-4026
〒846-0031　多久市多久町2189番地7

なごー　よーおフムフム

ホーム西渓

ホーム西渓

8この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


